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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット①）

研修や会議にて学ぶ機会を持ち、常に意識
を持って虐待防止に取り組んでいる

運営推進会議、訪問、問い合わせ等で連絡
を取り合い協力関係が築けるようにしている

浜松市介護保険課へ運営推進会議の議事録を
届けるほか、生活保護者を受入れているため社
会福祉課にも用向きがあり、社会福祉協議会に
は金銭管理の件で訪問して、行政には月３回は
出向いていて顔を覚えてもらえています。

職員全員が禁止行為を正しく理解し、日々の
業務や会議でもスピーチロック等について話
し合い身体拘束ゼロ宣言をしている

身体拘束ゼロ宣言をしており、また現在身体拘
束が必要な症状の利用者はいません。スピーチ
ロックには留意し、出来る限り質問をすることで
意向に副えるよう努め、法人の研修マニュアルＡ
Ａ課程で内部研修をおこなっています。

介護や入居相談はいつでも対応を行なって
おり、見学も自由にできる体制をとっている

運営推進会議にて施設の活動や状況の報
告をしている
参加者からの意見・指摘にはサービス向上
に活かせるよう話し合っている

自治会長は交替後未だ出席がなく、市役所から
は年２回、地域包括支援センター職員、民生委
員は毎回参加くださるも、家族はほとんど不参加
と、メンバーが整わない状況があります。また現
在奇数月開催ですが７月は都合がつかない人
が続き、８月に延期しています。

次の３点を期待します。　①開催月や曜
日、時間帯は主要メンバーの意向を予め
確認する　②数名欠席でも開催できるよう
メンバーを増やす　③家族が難しければ、
利用者本人を検討してみる

理念を見える場所に掲示し、職員全員がそ
れを意識して実践するようにしている

各ユニットの入口付近に事業所理念を貼り出し、
法人理念は週１回ある昼礼で唱和しつつ、伝達
事項の確認をしています。「楽しく過ごす」は、業
務でおこなおうとすると形骸化してつまらなくなる
恐れもあるため、なるべく「利用者の気持ちを感
じつつ」と実践しています。

運営推進会議や回覧板等で情報を共有し、
地域の行事への参加やボランティア来設で
交流を行なっている

地域のボランティアグループ「泉寿会」は歌や踊
り、マジック、アコーディオンを披露くださり、週に
４回将棋相手となってくださる個人ボランティアも
います。中学校の福祉体験の受入れ、自治会の
奉仕活動、民生委員との密な報連相もおこなっ
ています。

奉仕活動だけでなく地域の防災訓練にも
参加することを期待します。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット①）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

定期的に内部研修を行ない職員の希望があ
れば外部研修にも参加できるようその機会を
確保している

グループ内研修・行事等で他施設との交流
を図っている
また、外部研修等での交流で質の向上への
取り組みを行なっている

業務改善に向けて職員会議等で意見や提案
を出し合い、運営に反映させる機会を作って
いる

事業所内の話し合いは月１回の例会が在り、トッ
プダウンではなく皆で和気藹々と解決策を見い
だせるような態勢をもち、業務に係る要望や意見
が取り入れられています。

就業規則の中で各自が向上心を持って働け
るよう環境・条件の整備に努めている

契約時や改定時には必要に応じその説明を
行ない、疑問・質問のあった際は十分な説明
を行なうようにしている

運営推進会議や面会時、家族から意見や要
望を伺ったり、利用者様の希望も聞く機会を
作り運営に反映させている

生活保護者が１７名で家族との縁が薄く、総体と
して連携が育みにくい状況にありますが、中には
週３～４回の面会がある人もいます。そのため事
業所側が気をつけていないと疎遠になりがちな
ため、電話をよく入れるようにしています。

制度に対しての理解をして必要とされる方に
はそれらを活用できるよう支援している
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット①）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

一人ひとりが孤立することないよう職員が間
に入り利用者同士が関わりを持ち合えるよう
支援を行なっている

本人の体調変化・要望を家族に伝え、家族
に負担がかからないよう話し合いｹｱを行なっ
ている

家族・親戚だけでなく馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう面会の受入や、話しを
する等の支援に努めている

全く訪問者がない人もいますが、中には家族だ
けでなく同僚や飲食店での客、仲人子が訪ねて
くることもあり、事業所では歓迎しています。音楽
が好きな人は居室で聞き、読み慣れた銘柄の新
聞を定期購読する人も２名います。

必要としている支援を見極める為本人・家族
より情報を集め他のサービス利用も含めた
対応を行なっている

生活を共にしている関係が築けるよう自分で
できることやりたいことを尊重し参加して頂い
ている

不安なく安心して暮らしていけるよう入居前
面談を行ない、要望等に耳を傾け本人の安
心を確保する為の関係作りをしている

入居前の相談段階で家族の不安・要望等に
耳を傾けその意見を取リ入れながら話し合え
る関係作りをしている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット①）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

一人ひとりの様子や変化を個別で記録し、申
し送り・カンファレンス等で情報を共有し見直
しも行なっている

既存のサービスにとらわれないその時々の
ニーズに対応できるようサービスの見直しや
変更を行なって柔軟な支援に取り組んでいる

現状の把握のために本人の様子観察やコ
ミュニケーションを図るように努めている

現状に即した介護計画を作成する為に、本
人･家族の意見・意向を尊重し、医療従事者
の意見を仰ぎ管理者・ｹｱﾏﾈ・計画作成・職員
で会議を行なっている

モニタリングは３ヶ月に１度、見直しは６ヶ月に1
度おこない、見直しでは職員意見や利用者の気
持ちを聴き、反映させています。他にも情報整理
の材料として、介護詳細記録やチェックシートが
あります。

日常生活の様子を確認し会話を通して希望･
意向の把握に努めている

入浴中や、利用者同士の世間話からできること
を見つけたこともあり、気づいたことはその日の
カンファレンスや詳細記録に記入し、全員で共有
しています。以前は乱暴な言動があった人が喫
煙タイムをしっかりと設けてから、安定し会話が
もてるようになった例もあります。

本人家族からの情報で暮らし、生活環境を
把握するように努めている。
以前利用していたサービスの情報提供もして
もらうよう努めている

サービス終了後であっても相談があれば支
援するよう努めている

5/27



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット①）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

年２回防災訓練を行なっている
また地域の訓練にも参加をしている

昼、夜と想定で、市がおこなう訓練も取り入れ年
２回実施しています。夜間想定では人数を減ら
し、３人で出来る範囲でおこなえるようそれぞれ
役割を決め、１名は地域への連絡、１名は避難
指示、あと１名が職員へ連絡を取るという形の訓
練をしています。

早期に家族と話し合い施設で行なえることや
状態説明にて調整をしながら方針の検討を
している

重度化とは「立ち上がれない、食事がとれない、
医療行為が必要」と捉え、そうなればまず家族に
相談し、訪問診療とするか移設かを相談する段
取りをとっています。職員が最期まで看取ったこ
とはなく、医師に任せての終末期を迎えた人はこ
こ６年で１０名ほどになります。

マニュアルに沿って研修や会議で内容確認
を行なっている

訪問看護師に利用者の状態や気になる点を
相談し指示を受け対応を行なっている

入退院時医療機関と情報交換を行ない、必
要に応じ家族とのパイプ役も行なっている

地域の方々の協力を得ながら、運営推進会
議等で情報を頂いている。必要に応じ医療
機関との連携も行なっている

本人･家族の希望において決定。
体調不良時にはかかりつけ医に連絡し相談
のうえ支援を行なっている

週に１度来設の看護師が医師との間に立ってつ
ないでくださることもあり、助けられています。以
前からの医師を継続をしている場合も直接事業
所と連絡を取り合えるようになっていて、またＡＤ
Ｌが下がると「訪問診療に切り替えた方が～」と
いうことになり、概ね医療情報の把握が叶ってい
ます。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット①）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

カロリーや栄養バランスの整った介護食を提
供している
利用者の状態に合わせた形態の変更も行
なっている

毎食後状態に合わせた口腔ｹｱの支援を行
なっている

衣類はその人の好みに合った着こなしがで
きるよう支援している
希望により化粧品の使用も支援している

　

食事の時間が楽しみになるよう日常会話や
嗜好調査で要望を把握し活かしていけるよう
努めている

週２回は職員が調理し、その他の日は給食セン
ターからタッパーで届く惣菜を盛り付けていま
す。昨年末おこなった嗜好調査のデータも反映さ
せ、熱さ・冷たさといった感覚を大切に提供して
いきたいと考えています。誕生日メニューはあり
ますが、外食はあまりありません。

手作り感が毎日の食卓に足りない状況は
否めないため、手作りおやつの日を積極
的につくっていくことを期待します。

本人の希望や意思を尊重した支援ができる
ようコミュニケーションを図っている

できる限りその人のペースが尊重されるよう
希望に沿った支援を行なうよう努めている

人格を尊重した声かけや対応を行ない、その
支援に対してはプライバシーを守るよう意識
をしている

「利用者は年上である」ことを意識し、「居室、トイ
レ、浴室でのプライバシーを守る」、「口調は優し
く」を目指しています。呼びかけの言い方はその
後のやりとりにも影響を与えるとの考えもあっ
て、敬う関係を持つためにも呼称は「～さん」で
通しています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット①）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

できる限り散歩や外気浴を行なって外に出る
時間を作っている
また行事の一環として買い物もできるように
している

「天気がいい」「温か、涼しく、過ごしやすい」とな
れば散歩にでており、大抵は５分程度の散策で
すが、桜の時季には公園まで足を延ばして花見
を楽しんでいます。転倒事故の心配から個別対
応が増え、買い物もほぼマンツーマンでおこなっ
ています。

生活保護者が多く、外食や遠出の外出支
援は予算的に難しいとは思いますが、年
１回程度は外出企画があることを期待し
ます。

医師の指示により処方された薬の内容を理
解し服薬支援を行なっている
またその状態の記録も行なっている

本人の希望や能力に応じた役割をもち張り
合いと生きがいを持ちながら日常を過ごして
頂けるよう支援をしている

施設で決まっている曜日時間帯に一人一人
の希望やペースに合った入浴支援を心掛け
ている

浴室が広く、浴槽も大きいため「仲良し二人で入
りたい」との要望にも応えています。またタイル
貼りの浴室は冬にはすぐ冷めてしまうため、その
点にも配慮して湯を張っています。

睡眠時間は見回りにてその確認を行なって
いる
不眠訴えに関しては医師に相談も行なって
いる

自立に向けた支援に取り組む為排泄表の記
入で一人一人のパターンを把握できるように
している

定時誘導している人、本人任せで見守り程度の
人が約半々との状況にあります。排泄チェックに
ついても必要な人にはしていますが、必要でな
いと判断した人にはしていません。

生活の中で散歩･体操･水分補給は日課とし
て行ない体調を整えている
必要に応じ医療機関への相談も行なってい
る
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット①）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

居室入口にはネーム・写真をつけ分かり易く
する工夫を行なっている
安全に自立した生活が送れるよう障害となる
ものは極力減らしている

テーブル・ソファー・テレビ等の配置を工夫
し、皆が思い思いの場所で過ごせるよう工夫
している

本人や家族と話し合い、普段より使い慣れて
いるものを置き安心して暮らせるよう工夫し
ている

外出に実費で訪問ヘルパーを使う人は大衆演
劇には繰り返し出かけており、俳優たちと撮った
写真が壁全体に貼られ、思い出に花を添えてい
ます。また猫好きの人は壁いっぱいの写真、所
せましと置かれた小物で猫三昧の居室となって
いて、本人本位なことが覗えます。

本人の思いに沿える様家族と相談し電話や
手紙のやり取りができるようにしている

利用者の状態を見ながら室内温度の調整を
行なっている
壁面掲示物には季節ごとに変化を持たせて
いる

リビングには扇風機の羽がゆるく旋回し、一般家
庭の居間を想わせるもので安寧を感じます。利
用者手作りのカレンダーは日めくり当番が毎日
日付を確認しつつ、「自分の役目」と楽しそうにめ
くっていて、その傍らには皆で制作した壁画も在
ります。

家族の了承を頂いている方あは買い物をで
きる機会を設け使えるよう支援をしている
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○ ○

○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyo

u_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2277101701-
自衛隊が近く、飛行機の飛来する音も聞こえます。住宅地の一角にありながら緑に囲まれ、週
末には子どもたちが野球や、サッカーで盛り上がる声も響いてきます。また浜松祭りでは近く
の公園が集合場所になっているためか、ラッパの音が入ってきて、浜松生まれの利用者には
心躍る日となり、何がしか周囲からの環境音で和んだり、弾みを感じたりと、心地よい時間が
過ごせている事業所です。地域からのボランティア訪問も多く、週４日は来所するとの将棋を
はじめ、マジックや歌、踊りなどには利用者も加わり、楽しいメニューが豊富に揃っています。

評価機関名 株式会社第三者評価機構

所在地 静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

訪問調査日 平成29年8月31日

所在地 静岡県浜松市中区泉四丁目２８番５号

自己評価作成日 平成29年7月17日 評価結果市町村受理日 平成29年9月25日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2277101701 泉の家では、地域との交流・利用者の意思の尊重・笑顔あふれるホーム作りに取り組んでい
ます。
地域のボランティアの方々を広く受入れており、週４日ほど来て頂ける将棋ボランティア・地域
の老人会等様々なボランティアの方が来設して下さいます。
また、散歩などの時には近所の方が声を掛けてくださったり、庭で取れた花をくださったりとの
交流も常日頃よりあります。
利用者一人一人の意思を尊重し、できる限りの対応を行なっていくことにより、日々たくさんの
笑顔が見れるようにと取り組んでいます。

法人名 有限会社アートプロジェクト

事業所名 グループホーム泉の家　ユニット②

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2277101701-00&PrefCd=22&VersionCd=022#
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2277101701-00&PrefCd=22&VersionCd=022#


自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

職員は虐待防止に努め特に言葉での虐待
防止には職員相互で注意を払っている

運営推進会議に市役所、包括から毎回出席
頂き情報交換できている

身体拘束については勉強会等で周知徹底さ
れている
玄関施錠については安全第一、事故防止の
為施錠されることもある

運営推進会議には自治会から地域の民生委
員等参加されその場で相談を受けることがあ
る

地域の包括の方の助言を受けることがある

外部評価

実践状況

ホールの皆が目に付く所に理念を掲示して
実践している

地域のボランティアの方々が来館されるのを
楽しみにしている
散歩では近所の人に積極的に挨拶している

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット②）

自
己

外
部

項　　目
自己評価
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット②）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

外部の研修や講義が掲示されることがある

法人内部では研修や福利厚生で機会が多く
あるが、外部との機会はそれほど多くない
機会がある時は活用している

毎月定例会を開き、また管理者への連絡
ノートを常備している

給与や職場、人事に関するホットラインが設
けられている
給与面において意欲や達成率による項目が
ある

入所時に契約に関する一通りの書類を揃
え、利用者や家族と面談を行なっている
改訂の際は連絡したり郵送を行なっている

２ヶ月に一回運営推進会議を開き、外部機関
や地域、家族からの意見を募っている

入社時または入社後に講義や研修が設けら
れている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット②）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

レクリエーションや日常生活においての軽作
業など、職員が間に入り利用者同士が関わ
りを持ちコミュニケーションが取れるよう努め
ている

家族の負担を軽減できるよう、面会時電話等
にて声をかけ意見交換しながら支えていける
よう努めている

本人の近隣の方が来設されたり外出の機会
を設けている
馴染みの場所を思い出したり出来るよう努め
ている

本人・家族等から情報を集め本人の状態を
把握し必要としている支援を見極め他の
サービスの利用も出来るように努めている

本人とコミュニケーションをとり本人が困った
こと、不安なことをいいやすい環境を作り寄り
添うことに取り組んでいる

入居前に本人の希望･要望等の話しを伺って
いる
本人が安心して生活できる様、不安な事等
に耳を傾けている

入居前に見学･相談をして家族等の困ってい
る事、不安等解消できる様取り組んでいる
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット②）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

個人ごとに介護記録・詳細記録があり毎日
記録を行なっている
その内容を介護計画に役立てている

本人や家族から希望があればできる限り柔
軟に対応していけるようにしている

一日の過ごし方、食事・睡眠・排泄の時間、
体調変化等を記録し話し合っている

毎日のカンファレンスで意見を出し合い必要
に応じ関係者を交えて話し合い介護計画の
変更を行なっている

本人の言動行動から把握に努めている

家族友人より、より多い情報を伝えていただ
けるように努めている

機会があれば面会に伺うこともある
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット②）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている 地域の方や職員で防災訓練を行なっている

早い段階から家族に伝え話し合いながら家
族の意向に沿った支援ができるように努めて
いる

会議やカンファレンスにおいて利用者の状態
を常に話し合い把握をし、応急処置について
も研修を定期的に行なっている

週二回訪問看護師がこられ日々の様子気づ
きの相談をしている
また必要に応じた指示を受けている

入退院時また入院中は病院・家族との情報
交換をし、出来る限りの支援をおこなうように
している

地域ボランティアの方の協力を頂き、共に楽
しめるような行事を開催している

本人や家族の希望があればかかりつけ医を
変更することなく入居することもできる
また、かかりつけ医との情報共有も行なって
いる
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット②）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

身体の調子、食べる量などの変化は食事見
守り時に把握できまた水分チェックも行なっ
ている
各々の好みも把握できるようにしている

口腔ｹｱ見守りの方介助の方自立の方も毎
食後に行なっている
義歯の消毒も行なっている

好みが表現できる入居者様は服を選んで頂
き髪のカットは入居者様の好みを確かめて
毎回カットしてもらっている

手作りの日の献立は入居者様の好みが反映
できている
片付けは決まった入居者様が手伝ってくださ
る

充分な声かけを行ない入居者様の思いを聞
くようにし自己決定の助けを行なう

自己決定できる入居者様が多くマイペースに
過ごされている

入居者様一人一人の生活暦を考え個性も尊
重した対応をしている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット②）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

午前中好天の日に散歩を行なったり外気浴
をしている
また機会は少ないが近所のスーパー等に買
い物に行くこともある

医師の指示に従い支援し服薬のチェックをし
ている
薬剤説明書もしっかりと確認した上で保管を
している

本人の希望や能力に応じて役割を持ってい
ただいている
それ以外でも簡単な工作や遊戯を提供した
り一緒に行なっている

基本的に入浴の時間帯や曜日は施設で決
まっているが希望があれば入浴日以外でも
シャワー浴を行なえるようにしている

夜間は定時の見廻りにて入眠を確認
またお茶等のちょっとした希望にも応じるよう
にして安息を提供できるように心掛けている

トイレチェック表を用いて各利用者のトイレパ
ターンやタイミングを把握し、声かけや誘導を
行なっている
尿量も可能な限り調べ適切なパッドに切り替
えるようにしている

散歩や体操等の運動、水分補給を行ない、
医師や看護師とも相談して腹部マッサージや
服薬をしている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット②）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

入居者の状態に合わせてベッドの高さを調
節したり位置を変えたりしている
浴室トイレ自分の席など分かりやすく張り紙
をするなどの工夫をしている

利用者同士の関係に配慮しながらテーブル
席を気の合った利用者で近くにする等居心
地の良い居場所作りができるよう努めている

本人家族と相談し本人の使い慣れたもの、
不便の無いよう必要なものを置き安心して過
ごせるよう心掛けている

本人の希望があれば能力に応じて対応して
いる

室内の温度において利用者の様子を見なが
ら調節いている
レクリエーションの中で季節のぬり絵や貼り
絵を行ない掲示している

家族の了承を頂いている方においては所持
している
買い物においては職員同行にてできる限り
対応できるよう努めている
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平成 29 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○
○

○ ○

○
○

○ ○

○ ○

○

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyo

u_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2277101701-
自衛隊が近く、飛行機の飛来する音も聞こえます。住宅地の一角にありながら緑に囲まれ、週
末には子どもたちが野球や、サッカーで盛り上がる声も響いてきます。また浜松祭りでは近く
の公園が集合場所になっているためか、ラッパの音が入ってきて、浜松生まれの利用者には
心躍る日となり、何がしか周囲からの環境音で和んだり、弾みを感じたりと、心地よい時間が
過ごせている事業所です。地域からのボランティア訪問も多く、週４日は来所するとの将棋を
はじめ、マジックや歌、踊りなどには利用者も加わり、楽しいメニューが豊富に揃っています。

評価機関名 株式会社第三者評価機構

所在地 静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

訪問調査日 平成29年8月31日

所在地 静岡県浜松市中区泉四丁目２８番５号

自己評価作成日 平成29年7月17日 評価結果市町村受理日 平成29年9月25日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2277101701 泉の家では、地域との交流・利用者の意思の尊重・笑顔あふれるホーム作りに取り組んでい
ます。
地域のボランティアの方々を広く受入れており、週４日ほど来て頂ける将棋ボランティア・地域
の老人会等様々なボランティアの方が来設して下さいます。
また、散歩などの時には近所の方が声を掛けてくださったり、庭で取れた花をくださったりとの
交流も常日頃よりあります。
利用者一人一人の意思を尊重し、できる限りの対応を行なっていくことにより、日々たくさんの
笑顔が見れるようにと取り組んでいます。

法人名 有限会社アートプロジェクト

事業所名 グループホーム泉の家　ユニット③

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2277101701-00&PrefCd=22&VersionCd=022#
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2277101701-00&PrefCd=22&VersionCd=022#


自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

年2回は施設内研修を実施して職員間でも話
題に上げて常に意識している

解らないことがあった時等も市町村担当者に
連絡相談し協力関係を築いている

身体拘束0宣言のポスターを掲示し、職員全
体で実行している

入居者募集の看板広告等を常に掲示し、積
極的に相談や見学を受け付けている

2ヶ月に一度各関係者に集まって頂き、意見
をもとにサービスの向上に活かしている

外部評価

実践状況

理念の実践を維持、継続する為職員一同常
に意識し努力をしている

自治体の草刈等にも参加したり、散歩の際
は近隣の方々に積極的に挨拶をしている

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット③）

自
己

外
部

項　　目
自己評価
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット③）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

法人内の研修は定期的に有り希望があれば
法人外の研修を受けられる機会を設けてい
る

同業者からの情報・勉強会への参加を促し
ている

月に一度の職員会議で職員の提案や意見
について話し合いの場を設けている

職場会議の記録提出や専用ダイヤルを設け
て職員の声を聞くようにしている

契約時には必要なことは説明し、不安や疑
問についても理解して頂けるよう努力してい
る

入居者の態度･言動等から思いを汲み取り
職員間で話合いを行ない運営にも反映でき
るようにしている

勉強会を行なったり、職員間で話し合ったり
して理解し必要な入居者に関しては活用し支
援を行なっている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット③）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

入居者同士の相性を把握し過ごしやすい時
間がおくれるよう努めている

ご家族のある方には極力来設して頂き入居
者との時間を持つようにしていただいている

友人知人が訪れてきた際に必ず居室での面
会をして頂きプライバシーを守っている

まず必要としている事を本人と家族にじっくり
聞きその時に必要としている支援を見極め
他のサービス利用を含めた対応に努めてい
る

事あるごとに声掛けを行ない家事手伝い等
をして頂いている

入居される前に本人・家族と面談をし出来る
だけ多くの話を聴き信頼関係を築くよう努め
ている

来設時や電話での相談等にできる限り時間
をかけて伺うようにしている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット③）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

個別の記録を用意しカンファレンス・申し送り
等で共有し必要に応じ介護記録の見直し変
更を行なっている

入居者の特技や趣味を活かせるようサービ
スの内容をかえている

日々記録等を利用し把握できるよう努めてい
る

カンファレンスを行ない課題変化等を話し合
い必要に応じ専門家の意見も取り入れ介護
計画を作成している

意向をできる限り把握し添うように努めてい
る

生活暦等を家族本人等から聞き取りしサー
ビスの提供において反映できるよう記録して
いる

契約終了であっても必要に応じてできる限り
の支援を行なうよう努めている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット③）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

年2回防災訓練を行ない会議の場を利用して
話し合い全職員が対応できる体制に努めて
いる

体調の変化は早い段階から家族に伝えるよ
うに努めている
必要に応じて家族に時間を頂き重度化した
場合について話し合うようにしている

カンファレンスや会議の場において急変時の
対応を話し合っている

週二回訪問看護師が来設しその際に様子を
伝え指示を受けている
また、必要時には時間外でも相談が出来る
ようにしている

入退院時は医療機関へ情報提供をして家族
との連絡も行ない早期に退院できるよう努め
ている

ボランティアの協力や同業者からの情報等を
利用し楽しく過ごせるようにしている

ご家族本人の意見を聞き医師･家族･職員の
関係を築けるよう支援している
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット③）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

カロリー計算された介護食を利用している
水分量は必要に応じチェックしている

毎食後一人ひとりの口腔ｹｱを見守り必要に
応じて援助を行なっている

洋服においては本人の好きなものを選んで
頂き清潔であるように支援している

嗜好調査を行ない利用者の好み要望に対し
てできる限りの対応をし食事の片付け準備
はできる所は職員と共に行なうようにしてい
る

常に声かけして様々な場面でコミュニケー
ションをとり本人の意思や希望を大切にでき
るように努めている

本人の気持ち行動等に配慮して一日その人
らしく過ごせるように努めている

全ての利用者に対して人格を尊重し誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉がけや対応に努
めている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット③）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

主に毎日午前中に散歩の時間を設けて各個
人の希望に応じて外出支援を行なっている

薬の内容等は介護職員全てが理解し解らな
いことは医師に相談する等している
体調の変化等見られた場合も医師に相談を
し確実で安全な服薬ができるよう努めている

各個人の興味や関心、残存能力を活かして
充実感が味わえるよう企画提案し声かけて
いる

決められた中で入居者同士がトラブルになら
ないように順番等を考慮している

日中でも居室で自由に休めるよう環境は整
えてある
また、寝すぎてしまい夜間眠れなくならないよ
う声掛けを行なうなど必要に応じた支援もお
こなっている

自立できている方には本人のペースでトイレ
を利用して頂いている
自立が難しい方には声かけなどの必要に応
じた援助を行ない対応している

排便が無いときには本人に確認をし医師へ
の相談等を行なっている
水分補給等の対応は個別で行なう事もある
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム泉の家　ユニット③）

自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

動く動線に家具を配置しない等危険の少な
い配置を心掛けたり、ネームプレートの使用
などでご自身で気づいて行動できるような工
夫を行なっている

一人ひとりの個室を設け一人になりたいとき
は独りになれるようにしている
また、入居者同士で個室で話しをしていると
きもある

本人や家族に話を聴き馴染みの物をもって
来て頂くなど本人にとっての居心地の良い空
間を作れるように努めている

本人の希望がある時は相手先に確認を行な
いできる限りのやり取りができるよう支援を
行なっている

整理整頓・清潔に力を入れ、居心地の良い
空間を提供できるよう努めている

本人の希望がある時は付添い買い物に行く
ようにしている
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